
平成２３年度第２回伊勢市環境審議会 議事概要 

 

 

１． はじめに 

 
朴会長「ＣＯ２排出量削減の目標をどう設定していくのか、また、どういう取

組でやっていくのかを考えなければならない。そのプロセスの中で、

地産地消も含めたエネルギー問題や意識を高めるために、どういう問

題があるのかなどの定義をさせていただきました。 
で、それについて、まず事項書の“３．その他”のところで、進捗状

況あるいは、庁内の動き等について、そこで時間を使いたいというふ

うに思っておりますが、簡単にということでよろしいでしょうか？」 
 
松月委員「前回会議で提示された 3 つの一番初めについては、「ある程度進んで

ます」ということが言えると思うんです。で、2 番 3 番については、こ

の審議会が進むに従って出てくるんだろうと思うんですよね。」 
 
朴会長「簡単でいいですか？」 
 
松月委員「簡単でいいですよ。どうなっているか。１番というのは、庁内の横

断的組織を立ち上げるということですけど、それについて。」 
 
事務局「庁内プロジェクトとしまして、2 チーム立ち上げております。1 つは地

産の部分、もう 1 つは地消の部分を中心に、会長がさっきおっしゃった

“地域としての社会実験”を含めた提案を含めて検討するチームです。

案についてはこれからということでご了解頂きたいと思います。」 
 
松月委員「前回の会長の発言は、縦割り行政を是正していこうという意図があ

ったと思っています。市が、意図を汲んで動かれてるのかということ

が気になり聞きました。」 
 
 
審議に入る前に事務局から 

・ 会議の公開 

・ 会議録の録音 

についてご了承をお願いした。 

なお、発言内容によっては、事前にオフレコを申し出ていただくこととした。 
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２． 審議事項 

 
朴会長「それでは、事項書 2.について、資料に基づいて説明をお願いします。」 
 
事務局「今日配布させて頂いております地産地消等、温暖化防止計画のスケジ

ュール案をご覧ください。地消地産また温暖化を検討していく中で、

それぞれ一定のまとめをしていくまでに、非常に本業などお忙しい

方々ばかりですので、各三回ずつ程度しかお集まりいただくことは難

しいと考えております。その中でこの審議会の場では、いろんな取組

のアイディアや取組にあたっての知見を頂戴したいと思っております。

特に地消地産や二酸化炭素の削減を進めていくための取組がどうある

べきか、また、どういう取組が効果的かについて、重点的にご審議頂

きたいと思っております。それを前提にして、こちらのスケジュール

を組ませて頂いております。この網掛けになっておりますのは、審議

会の場での議論内容です。事前に、過去の伊勢の取組状況、現在どの

ような支援策、取組を行なってるかについて、資料送付をさせて頂い

ております。 
それらをベースとして頂きながら、本日は、地消地産を進めるために

どういった取り組みを進めていくと良いか、進めるにあたって配慮す

る必要があることなどのご提案を頂きたいと思っております。今日の

議論を踏まえまして、また、庁内での議論も踏まえた中で、どういっ

たことに取り組むかという素案を次回までに示させて頂きたいと思っ

ております。 
7 月の審議会では、また事務局から提出させて頂く案に対しまして、『こ

れだけはやはり現実化してほしい』とか『こういうものはやはり取り

組まなければならないだろう』というようなご意見を頂戴したいと思

っております。それらも踏まえて、再度事務局で調整する中で打ち出

すにあたっては、関係機関との調整、また、予算上どのような形がと

りうるかなども踏まえた中で、８月の審議会では、まずは地消地産の

案のほうをお示しさせて頂きたいと思っております。 
そこからは、庁内では適宜様々な検討・調整を進めていき、主には 9
月から地産地消以外の温暖化防止策の詰めを 10 月、11 月ぐらいまでで、

という形のスケジュールを引いております。 
半年程度先のことですので、途中の審議の経過などによって変更させ

て頂くことはあるかと思いますけれども、現行ではこのようなスケジ

ュールを考えておりますので、ご理解頂きたいと思います。よろしく
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お願いします。」 
 
朴会長「ありがとうございました。ただいまの説明に対し、みなさんからのい

ろんな意見あるいは質問があろうかと思いますが、前回一回目参加が

できなかった委員もいらっしゃいますので、“エネルギーの地産地消”

と“温暖化対策”という柱がどういう関係があるのかについて、若干

補足説明させて頂きます。 
つまり、この二つの柱は両輪です。伊勢市が、地域や地球規模の環境

問題である温暖化対策を講じるなかで、いろんな手法が考えられます。

その中で、究極に言えばエネルギー問題についても考えなければなら

ない。その点において、この二つの柱は両輪であると。ただ、この審

議会として両方をやっていくというのは、庁内の多方面に関わる横断

的なバックアップをとらなければ、なかなか難しいものがあります。 
まず、具体的な地産地消に関わるいろんなデータ、あるいは基本的な

方針、ゴールそういったようなことに関しては、庁内やその他組織等

で議論をして頂き、当審議会へその都度その都度共有して頂くと。そ

れを踏まえて、温暖化対策について、人々のこれからの作業活動やエ

ネルギーの消費、私達の環境意識はどうなっていくのかなどと併せて、

最終的には目標数値とゴールが何年まで、というようなものが見えて

くるので、この地産地消というものは大変重要な基本になるベースを

持っていますので、両輪だという意味です。 
今、庁内でも忙しく動いているので、そこで得られた様々な成果・結

果・課題などを、この審議会においても情報共有し、８月頃を目処に、

私達がずっと横断的にやっていくことで、伊勢市の得意とするものや

課題などを踏まえ、『何年までにどのくらいの二酸化炭素を減らすの

か』という仕上げが出てくるだろうと。そういうような部分では、こ

の二つの柱は切っては切れない両輪だというふうに思っていますし、

庁内でもそういうようなつもりで今いろんな形で動いていると思いま

す。 
そういう部分で先ほどのご質問はまさにタイムリーなお話でありまし

て、進行側としては、事項書３.その他 のところで時間をかけて話し

たかったなと思ったんですが、話がでたことでわかりやすくなったん

だと思います。 
以上を踏まえて、このスケジュールが提示されているわけですが、こ

れだけを見ていただき意見を求められても、たぶん何をどういう形で

やっていけばいいのか、裏付けられる資料がない中では聞きにくいん

じゃないかなと思っております。 
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そういうことですので、これを踏まえてですね、資料として、伊勢商

工会議所の活動内容、それから伊勢市の地域新エネビジョンと一緒に

出されておりますが、これらと、地産地消に関わる庁内での活動内容

や、今資料は出されてないけれども、省エネを意識した生活を行う場

面にとして小中学校で考えているものなど、もうちょっと私達に議論

の課題に乗るような説明も必要かと思っております。みなさんからの

『このスケジュールでは無理だ』とか『このスケジュールくらいでい

きましょう』というようないろんな意見があれば頂けますし、そうじ

ゃなければ、この次の章まで進めていかないで、ひっくるめて話をさ

せて頂くことにしますが、いかがいたしましょうか？」 
 
事務局「市長が地産地消というのを打ち出した思いとしましては、結局今まで

特に電気に関しましては、中部電力さんにおんぶにだっこであったけ

ど、この状況の中で、地域としてやれることはやってかなきゃいけな

いんじゃないかと、これが市長の思いだと理解しております。という

ことは、地域としては市民の方、事業者の方、行政がまず自分たちが

やれること、たとえば“無駄な電力は使わないようにする”といった

ことを、みんなで取り組むような仕組み作りや方向を示していかなき

ゃいけないと。それから、この地域で新たな電力を起こすようなもの

がどんなことが考えられるかと、この二つだと思っております。 
それで私どもとしましても、子供さんへの教育を含め、この地域でみ

んながどうやったら無駄な電気を使わないようにしていくか、ひいて

言えば、CO2 をどうやって減らすかという意識を持って取り組んでい

く仕組みづくり、先ほど朴先生がおっしゃって頂いた社会実験という

ようなものについても、庁内で案を検討している状況でございます。

ですので、よろしければ省エネ策をこの地域としてどう市民の方や事

業者の方に取り組んで頂けるようにもっていくか、仕組みも含めて良

いアイディア等をお聞かせ頂きたいなと思っております。その点で、

もしご意見、ご指示頂けたらありがたいですが。」 
 
朴会長「わかりました。商工会議所の活動内容などをまず資料が出ているので、

説明を頂きましょうかね。」 
 
事務局「商工会議所の活動内容というのを A4 のサイズで一枚ご用意をさせて頂

きました。これは商工会議所さんで環境に関する取り組みを、四点ほ

ど挙げて頂いております。細かい内容は後ほどご覧頂きたいと思いま

すけれども、平成 17 年度につきましては、商工会議所さんのほうでソ
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ーラーパネルの普及事業ということで、京セラさんのソーラーパネル

を普及拡大させるために、割引制度や優遇金利の融資制度の増設をさ

れたということです。平成 18 年から 19 年につきましては、生ごみの

資源化ということで生ごみを資源として有効利用するための方策とし

て、堆肥化などをいろいろご検討して頂きました。これにつきまして

は、伊勢市も参加をさせて頂く中で、いろいろ検討会を開催させて頂

いております。 
平成 20 年度におきましては、省エネルギーにかかって、商工会議所の

会員事業所さんに対し、省エネ診断の受診の啓発や CO2 排出量を把握

するためのチェックシート等の提供などにより、地球温暖化防止対策

の取組を推進して頂いております。その際に、伊勢市が行うべき CO2
等地球温暖化ガス排出抑制のための行動計画を伊勢市へ提出いただい

ております。 
平成 21 年度から 22 年度につきましては、前回審議会でも触れました

が、生ごみの資源化、バイオガス化に関しての研究をさせて頂きまし

た。以上が商工会議所さんの取組内容を簡単にご説明させて頂きまし

た。」 
 
朴会長「中村委員さんの方から、今の活動内容によって得られた成果や課題な

ど教えて頂けないでしょうか？」 
 
中村委員「まずソーラーパネルについてはですね、商工会議所の駐車場のほう

に啓発ということでパネルを付けさせて頂いたのと、京セラさんと交

渉して会議所会員の方には安価で提供できるシステムを当時作りま

した。それと、省エネ診断というのを募って、会員企業のほうに啓発

しました。 
それと、生ごみについてはですね、当初 EM 菌を使って堆肥化できな

いかということで、見学に行ったりしました。その後、前々市長が、

『将来的には伊勢市は生ごみは燃やさない』と発表されて、それに基

づき、生ごみの資源化に関する勉強会が開きました。しかし、作った

堆肥に関する課題がありました。その中で、バイオマスの研究に入っ

ていくという流れです。 
実際、バイオマス化には非常に高価な金額がかかるということで、当

初は乾式工法で提案し、検討しておりましが、乾式にも問題があると

いうことで、途中で湿式に変えました。その頃には、神戸では実際導

管注入をしているので、伊勢市でも実施できないか検討していました

が、なかなか導管注入というのは難しいということで、もうちょっと
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研究する課題だなということで止まっております。商工会議所の生ご

みエネルギー委員会というのがございまして、今年二回目の委員会が

開催されましたが、そちらのほうでバイオマスエネルギーの推進につ

いて検討していこう決めたところです。以上が、会議所の報告です。」 
 
朴会長「ありがとうございます。それから、船谷さんのところで京セラさんと

の協力のもと取り組まれている仕組みなど紹介いただければありがた

いです。」 
 
船谷委員「私どものほうとしましては京セラさんの商品を、会社として取り扱

いさせて頂いております。その中で、実際民間の取り組みという部分

におきましては、これは実際のところとして良いとされるのかどうか

というところはあるかもしれませんが、ご提案の方法として簡単に言

うと、事業利益が得られますよというような形で太陽光を推進してい

るという側面を持ち合わせております。 
京セラさんという商品を選ばせて頂いたのは、商品が伊勢の工場でも

作られてるという話を耳にしておりましたので、曲解はあるかもしれ

ませんけれども、結果としてそれがその地域においてのエネルギーの

地産地消にもつながっていくのかなと。 
そういった中で、これは私どもがそれを扱っているからというところ

の勝手な申し出になりますけれども、 “京セラの商品が扱いやすい”

という状態、お隣の多気町ではシャープの製品と他社の製品とで補助

金の額を変えていますので、そういうやり方も良いのではないかなと。

なかなか人の気持ちとして、『環境面での話としてはいいけど、いざと

なると費用のことがね…』と足踏みしてしまう状態はあるかと思いま

すので、市のほうからその点の補助はあってもいいのかなというふう

に思っております。 
ちょっと雑駁な話になりましたけれども、私どもでは事業として今や

ってるところというふうにおいては、そういう取り組みです。」 
 
堀井委員「今、船谷委員さんからお話がありましたように、最近特に補助金と

それと売電のお話がありまして、だいたいお話があったように銀行に

預けるよりも得やと言われております。各住宅以外の企業さんも売電

が 40 円くらい出ます。長期的な投資になりますけれども、そういう面

で利益があります。今一番ネックなのは、やはり初期投資というふう

になってくると思うんですが、特に今回の震災で関東から東北地方に

かけてはですね、各自治体が積極的に補助金額を大きく上げている状
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況にありますし、長野のほうですと、町を上げて太陽光発電を家に全

部取り付けるという取組をされいるところもありますので、自治体の

バックアップをぜひ出して頂ければと思います。三重県の気候とか地

域とかおかれている土地までいきますと、太陽光の日射時間、日照時

間が非常にいろんな中でもいい条件がありますんで、それとまた海岸

線では風力がありますし、三重県のそういう気候とか地域性とか、い

ろいろ考慮して頂いて、ぜひ有効な手立てを市がやって頂ければと思

います。」 
 
朴会長「ありがとうございました。せっかくソーラーパネルの話題が出ました

ので、市の太陽光補助制度の現状についてお話をお願いします。」 
 
事務局「はい。伊勢市の補助内容は、１件あたり 6 万円というわずかな額です

が、その補助制度でもって、国とタイアップする形で今支援をさせて

頂いています。それで、今年の当初予算では 100 件分を計上していま

したが、５月の半ばくらいで枠一杯まで受け付けしました。 
それで、今回、こうやって皆さんの力をお借りして、地産地消に関す

る検討をしていくなかで、今年もさらに設置件数を増やしたいという

ことで、この 6 月の補正予算で、あと 200 件分追加し、議会の審議を

お願いするという運びになっています。」 
 
朴会長「ありがとうございました。三重大学は今、世界一の環境先進大学とい

うことで、2020 年までＣＯ２排出量を 30.7％減らす目標を掲げていま

す。それはいろんな仕組みのベストミックスによるものですが、アイ

ディアを重ねることによって 20％以上は上積みされるんじゃないかと。

うまくいけば、2020 年までに三重大学は 90 年比に比べ二酸化炭素が

今だいたい 2 万 4000 トンくらい達してるんですが、50％以上削減でき

ると。しかも、そんなにお金かけずにできる仕組みを今考えておられ

ます。坂内先生、よろしくお願いします。」 
 
坂内委員「今、朴先生からご紹介ありましたが、三重大学は、非常にエネルギ

ーたくさん使っていまして、一キャンパスに全学部があります。二年

間調べましたところ、太陽光、風車、それから電気都市ガスのベスト

ミックスによって、だいたい 25％ぐらいは CO2 が削減できるかと。た

だし、太陽光の設備投資はまだまだ安いものではなく、事業性がまだ

確保できません。ただ国の補助金をもらうことで、今、金額的に半分

程度になる仕組みがあります。そこで、もう一つは、半分のお金をど
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こから出すのかと。 
ご承知のように、大学は実はお金はありません。そのお金がないこと

を逆手に取って、新エネ関係を導入して電気代が下がれば、その下が

った電気代をうまく設備投資に回してしていく。これをエネルギーサ

ービス事業というんですけど、これを今、三重県の中である企業さん

とご相談しながらやっていく形で、投資はゼロではありませんが年間

数百万の毎年の電気代を減らせて、なんとか事業として成り立って

CO2 が 25％削減下がります。これがうまくいけば、原資的には自分た

ちがそんなに多額の資金を調達しなくても、うまいサービス事業で省

エネ、あるいは CO2 削減ができるということを、今実際やっておりま

すので、ぜひ近い機会の中でそういったことをご紹介させて頂きたい

なと思っています。」 
 
朴会長「ありがとうございます。お金かけずに二酸化炭素を減らして、私たち

の生活も“最大の生産の消費・廃棄”というところから、“適正なもの

づくり”、“最小限に抑えた消費・廃棄”という世界も夢ではなく、ま

た伊勢モデルとして全国的なトップランナーになるためのいろんな知

恵が詰まってるという風に感じました。エネルギー供給している立場

として、中部電力さんと東邦ガスさん、京セラさん、この際、特に『伊

勢市にはこういう強みとこういう問題があるけど、やっていけそう』

というようなお話がありましたら頂いて、みなさんの議論に入りたい

と思うんですが。」 
 
中川委員「特に電力サイドからこれっていうのがないんですけれども、坂内委

員がご紹介されたような、キャンパスのように初歩の部分はある程度

固まってると、『こういう“産”を作るんだ、それをうまく投資する、

もしくは余剰分は電力会社が買い取ってもらう』というコンセプトが

見えてくるんですけれども、伊勢市という広範囲の場合に、どういう

使い方をするのか、また、生ごみのバイオマス化の課題もございまし

たが、どこの設備でそれをやるのか、一般家庭の太陽光を増やすのか、

非常に見通しが立たないというのが電力のサイドから見た感覚です。

みなさんの知恵をもらって、全体をそういうふうに変える考えで、い

いとこどりをしてみるのか、固めたところでこれだというものについ

て『あれが出来る、これが出来ない』というふうに検討するのか、ど

ちらかの方法を持ってかないと、ちょっと電力というようなシマから

では非常に意見が言いにくいなというのが現状であります。 
あとは、せっかくの機会ですので、私達も余剰分は買い取りはさせて
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頂きますけれども、今太陽光発電の促進という国の施策に則って、国

に決められた価格で購入させて頂いております。また、バイオマスで

すとか生ごみの発電についても、余剰分は購入はしますけれども、こ

ちらは RPS 法という法律に基づくものです。 
初めてお聞きの方もみえるかもしれませんけれども、とにかく新エネ

ルギー、太陽光や風力や生ごみ、そういった原料でできた電力を電力

事業者は購入しなさいという法律です。ただ、この先法律がどう変わ

っていくか、一つに RPS 法の廃止というのも言われておりますし、ま

た、太陽光発電についても全量買取りというふうな話も出ております

ので、国の動き、モノの動きを見極めながら、伊勢市としてどういう

ものをやってくのか、そしてそれが経済的にも事業的にも成り立つの

かというところの検討も必要になってくるのかなと思います。ですか

ら、そういった法律、ものが出来上がれば電力会社としてもまた余っ

た分の購入ですとか連携、そういったものがまたいろいろご協力させ

て頂けるのかなと思います。」 
 
中島委員「私ども東邦ガスとしましては、このテーマ、“地産地消”について、

まさに地道に取り組んでおるところでございます。と申しますのも、

私ども天然ガス主成分で天然ガスという原料、これにつきましては輸

入に頼ってる部分もありますけれども、お客様へ届けるにあたって、

その持ってるエネルギーをロスなく各家庭へ届けさせてもらえます。

ある部分で送るためのロスがあるとか、何か二次エネルギーを作るた

めにロスがあるとかそういうことはありません。 
そんな中で、燃焼するだけではこれは非常にもったいない話で、今や

ってる話はコージェネレーションということで、燃焼することに加え

て電気も発電するということで、お客様のオンサイドで発電と熱を同

時に発生して使うということによって、効率は、もともと持ってる地

エネルギーの 90％を使うということで、非常に大規模な発電をすると

いうよりは、各所各所、伊勢という中であれば、伊勢のお客様それぞ

れの中で発電するということが非常に効率的であるので、これはかな

り前から私ども推進させてもらいました。 
例えば資料が出てましたので、この伊勢市地域新エネルギービジョン

の資料のですね、18 ページに横浜ゴム三重工場さんの例が出ておりま

すように、非常にそういうこともメリットを感じて頂いて、大規模な

コージェネレーションを導入してもらって、もちろん省エネ省コスト

というところもそうですけど、省エネということで CO2 削減に非常に

貢献できるシステムとして、導入が進められています。 
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その 1 コ前の 16・17 ページの見開きの右のところに、③の天然ガスコ

ージェネレーション等ということで、横浜ゴムさんの場合は大規模な

話になりますけども、家庭用のコージェネレーションということで、

“エコウィル”の契約世帯数 6 件、これは平成 19 年 3 月末の数字であ

りますけれども、直近の今年度 3 月末では 43 台となっています。実数

で言うと非常に少ないですけれども、今現在のところ一歩一歩普及さ

せているというような状況です。 
それともう一点、ここにはありませんけど最新の機種としましては、

燃料電池これも家庭用の燃料電池ということで、“エネファーム”も、

国の補助金が 100 万ありますので、まだまだちょっと台数自体は少な

いですけれども、こういうところについても推進をしています。 
先ほど、太陽光パネルのところで話が出てましたけれども、やっぱり

いろんな国の支援とか市の支援とか補助金とかがないと、なかなか効

果がでにくく進まないというところがございますので、エネファーム

とかエコウィルにつきましてもコージェネレーションというところで

支援があればと思います。」 
 
朴会長「ありがとうございました。この新エネビジョンの資料について、事務

局の方から、何か特別にここで説明、あるいはみてもらいたい箇所な

どありますか？」 
 
事務局「こちらは、平成 19 年度に策定をしたものですが、新エネといわれるも

のについて紹介されていること、また、伊勢市地域でこの時点ですぐ

取り込めるもの、また課題について整理をさせて頂いたものですので、

まずベースとしてこれをみなさんにぜひ見て頂きたいという思いで、

事前にお配りをさせて頂きました。」 
 
朴会長「それでは、皆様のご自由な発言、提案などを承りますがよろしくお願

い致します。」 
 
坂内委員「先ほど中川委員さんのほうから話ありましたけれども、おそらく来

年か再来年法律が変わり、太陽光発電の場合の全量買取制度ができる

んですね。 
おそらく今、10 年か 15 年くらいで設備投資の回収ができるというふ

うな仕組みがありますが、これを一般家庭で 3ｋｗの小さい太陽光を屋

根に乗っけてやるのか、あるいは例えば市内で有効活用されていない

非常に大きなスペースに規模の大きい太陽光発電所を作って、電力会
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社さんに買い取って頂く制度か、または、時間かかりますけれど、特

区を設け特区内の一般家庭に対しては優先して電気を使ってもらいま

すというような仕組みもありえます。設備投資は、先にも述べました

が、第三者の業者さんが自前で設備等の費用を負担し、毎年の売り上

げによって業者の投資を支払うというような得な仕組みもあるんです。 
それは今日明日いけるという話ではありませんけれども、来年以降、

全量買取という新しい制度であがった暁には、そんなことも考えられ

るということです。」 
 
大西委員「今、坂内委員さんのご発言に関連しまして、メガソーラー新聞で紹

介されておりますけれども、ソフトバンクで 80 億円、全国で 16、7 道

県、三重県もそれに入っておると。一ヶ所それでいきますと、10 億円

程度ですね。伊勢市が新エネの導入を先進的にやるんだというような

象徴的な施設として誘致できないでしょうか。その場合、敷地面積、

地元の負担もあると思います。買取の電気、こういったものを事前に

調べて頂いてどういう方向でいけるのか、これとよく似た施策が中部

電力でもされておると思うんですよ。愛知県は武豊、長野は飯田市、

静岡県は清水市。中部電力の管内で三つあるわけですから、三重県も

そのひとつとして、伊勢に優先的にそうゆうものを設置できないかど

うか。土地の問題、負担の問題などがあると思いますが、事務局のお

考えをお聞きしたいんですけど。」 
 
事務局「ソフトバンクさんのメガソーラーの件に関しまして、私どもが県を通

じて聞いているソフトバンクさんの考え方は、一ヶ所に 20 メガの発電

設備を設ける。それに必要な敷地面積は 50ha と聞いております。その

場合、ソフトバンクさんの見込みの事業費は 80 億円で、地元行政の負

担が 1億、残りはソフトバンクさんが負担をされると伺っております。

しかし、50haという敷地が伊勢市の中でも場所は検討したんですけど、

現実ありません。中部電力さんのほうは、私どもではわかってないん

ですけども。」 
 
大西委員「中川委員さん、例えば伊勢市に設置できるという可能性などは？」 
 
中川委員「まず私ども中部電力がやっておる、先ほどおっしゃった武豊、清水

いずれも私ども自前の土地で担当においては、火力発電所の管内でご

ざいます。 
唯一、行政さんと一緒にやらせて頂いているのが長野県飯田市でござ
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います。飯田というのは、この地域に比べても日照条件がよろしいも

のですから、非常に効率いい発電ができるというところもありますし、

飯田市さんが土地を提供して頂いて、中部電力としても非常にコスト

メリットがあるという判断のもとやらせて頂きました。 
ここから先は決められたことではございませんし、今後中部電力がど

ういうふうに太陽光等を増やしていくかについて、私の一存では何と

も言えないんですけど、今のところ他のメガソーラー計画は聞いてお

りません。電力事業者としては、メガソーラーをやっていくには、ま

だまだコストメリットが出ないですし、ましてや非常に不安定な発電

設備であり、もっと安定的な発電設備を構築したいという思いがござ

いますから、三重県の地域でどうなるかというということは、ここで

は即答しかねますけれども、非常に難しいかなという気はします。」 
 
朴会長「大西委員さんの提案は大変重要なことで、実は先ほど事務局と打ち合

わせする時にも、似たような話をさせて頂きました。とにかく県は知

事自らエネルギー推進、省エネ、新エネ等に関する本部を立ち上げて

いるので、伊勢市がとにかく手を挙げろと。自主的にやるのも良いけ

ど、県との連携を頻繁にとって、戦略的に大きく出てやらなければダ

メだという話をしたばかりなんですね。天野委員さん、いかがでしょ

うか？県の立場として。」 
 
天野委員「県のほうではご存知の方もいらっしゃると思いますけど、地球温暖

化実行計画ということで、一月に中間案が出まして四月にご意見を皆

さんから頂いたような形をしておったところに、東北の大震災とか起

こりまして、必要性を見極めて今計画を作っておるということを聞い

ております。その他、県で出来ることといいますと、啓発がやっぱり

主体になるということで、ISO に替えてやっているミームスの啓発を

通じて進めていくということ、県自らの取組としては、太陽光のほう

は県の庁舎で付けられる所はだいたい付いているということで、LED
の照明とか高効率の庁舎の冷暖房システムや更新に関する計画もあり

ますし、ちょうど今、伊勢の庁舎が建て替え中で、ある程度対応する

ようなことで聞いております。 
そういった形で現在、県庁のほうでは非常に検討中ということでござ

いますので、中間的なお話しかできなくて申し訳ないですが、そのよ

うな状況でございます。」 
 
朴会長「ありがとうございました。実は県の温暖化計画をまとめる立場に入っ
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ておりまして、非常に大変な状況におります。ほとんど終わりかけて

いるところでの再調整で、三重県にとってはチャンスだなと思ってお

ります。省エネ、電力消費をどう抑えるかについて、どう積極的にや

っていくのか。そういうところで特に小学校・中学校とかに電力の『見

える化』による省エネに関する意識啓発を促したい。いろんなところ

で、全面的にバックアップすべきじゃないかということを新たに盛り

込んでおります。 
では、市として、小・中学校に対し考えてることを紹介して頂いて、

また皆さんの意見を頂戴したいんですが。」 
 
事務局「今、学校への電気の『見える化』ということで、将来を担う子供さん

に省エネなどについて充分に勉強していただくことが重要と考える中

で、電気の状況が見える装置を市内小中学校 36 校に導入するための経

費について、6 月補正に計上させて頂いてます。これが議会で可決され

れば、即導入をして、教材として使ってもらうという格好になろうか

と思います。」 
 
朴会長「義務教育において、市全体の小中学校に設備を投資して、省エネの実

践推進をするというのは、今まで他のところありません。だから自信

を持って発信をして下さい。6 月に問題なく通ると思いたいですが、実

施の際には、大きくアピールも兼ねてほしいなと思います。他、いか

がでしょうか？」 
 
中村委員「中川委員さんにご質問させて頂きたいんですけど、先ほど出ました

飯田市の件なんですけど、私ども会議所のほうで勉強しましたおひさ

まファンドに関する情報をお持ちでしたら。」 
 
中川委員「おひさまファンドのことは申し訳ないが、わからないです。」 
 
朴会長「おひさまファンドはＮＰＯが中心となってやっているものです。かな

り面白い仕組みと聞いています。ＮＰＯでありながらＮＥＤＯと手を

組んでいろんな啓発、太陽光を優先的・積極的にやっております。た

だ、心配なのはＮＥＤＯがそろそろ切れるんじゃないかということ。

太陽光に対するファンドを出すという仕事ですが、結構面白い仕組み

ですので、ぜひともいらっしゃるのもいいかもしれないし、市も一緒

に見学に行くのもいいかなと思います。」 
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事務局「事前に配布させて頂いた資料の最後のページなんですけど、太陽光の

事例紹介いう部分で、飯田市のおひさまファンドを紹介させて頂いてお

ります。こちらは、飯田市内で、自らが所有しかつ居住している住宅を

お持ちの方を対象に、初期投資ゼロ円で太陽光を設置できる制度になり

ます。設置費用については、おひさまファンドが全額負担をして、9 年間

月々19,800 円をおひさまファンドに支払う仕組みでございます。それが

10 年目になりますと、自らの所有物として設置した個人の方のものにな

ります。 
元のおひさまファンドの設置するための費用なんですが、市民の方から

出資を募ってお金を集めてるシステムでございます。」 
 
朴会長「これは市がやってるように見えるけど、ＮＰＯが支えてる？（事務局：

そうです。）だから伊勢市も大丈夫です。できます。この仕組みは結構面

白いです。」 
 
事務局「以前、商工会議所さんと検討していました時に、伊勢でもそれをやり

たいという方が飯田市へ勉強に行かれていました。実際関係者さんも説

明に来て頂いたことがあります。その時に伺った話では、太陽光からの

利益だけで、出資して頂く方への利益配分は生み出せない。そのために、

NPO が省エネ推進等の事業をやって、そこで得た利益を配当の方に充て

ているというような説明だったと記憶しております。ですので、今は買

取の価格も上がったので、状況は変わっているかもしれませんが、太陽

光の売電だけで出資者に利益配分ができれば仕組みとして有効かと思い

ますが、もし生み出せないとなると、そのための何か事業としてやると

いう部分が必要になってくると感じました。」 
 
大西委員「おひさまファンドに関連しまして、これが月々19,800 円これが 9 年

間となりますと約 220 万くらいですよね？これの設置費用についてで

すが、各太陽光発電のメーカーは、例えば一般家庭で 1 件 6ｋｗぐらい

としますと、例えばだいたい 60 万／ｋｗとしますと国の補助金が

48,000 円/kW、市が 60,000 円ですか。それでいきましても、まだ 4～
50 万が自己負担ということになる。それぞれのメーカーによりまして

は、例えば 180 回のローンとかいろんなシステムがある。それと同じ

システムだと思うんですよ。 
ローンで払っていくかどうか、それを先行投資してファンドが肩代わ

りをするかどうかで、飯田のおひさまファンドに限ったことではない

と思うんです。例えば、180 回の分割で 15 年払い。金利も含めた月々
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の支払いが約 20,000 円弱。よく似た金額ですよね。やはりこれは現在

の電気料金と比べてあまり大きいとなると、ちょっと非常に重荷にな

ると思いますね。ですので、やはり市あたりからの補助 60,000円では、

現在では非常に少ないという感じがします。」 
 
船谷委員「おひさまファンドというのは、今おっしゃられた通り、付けられる

側の方のメリットというよりは、出資をされる方の意識の部分に訴え

かけてるというところがあるみたいです。要は、そこへ投資して、環

境にいいことをする。しかも、配当利回りが 2％、2.5％もあるという

ところ。例えばそれを伊勢市でやるという場合には、太陽光の普及と

いうところももちろん付随するんですけど、市民意識の向上というと

ころに一役買うことはあるのかもしれません。『私が入れた 100 万円は

そういう活動で環境に使われているんだ』というモチベーションを上

げる効果が。」 
 
大西委員「確かに私も、このおひさまファンドは面白いシステムだと思うんで

すね。もし伊勢でもこういうことがやれれば面白いんじゃないかなと

いうふうにこの資料を送って頂いて感じました。ただ基本的には、各

社が全部やっとるシステムだと。」 
 
船谷委員「取り付ける側からすると、そういう意味では差異が無いかもしれな

いですね。金融機関からお金を借りるか、そういう意識やファンドか

らお金を借りるか。」 
 
大西委員「ですから、市民的にはファンドで作ったほうが効果的だと。」 
 
朴会長「今、地方銀行、百五銀行や三重銀行など、主に環境活動でがんばる NPO

を支援するための低金利の仕組みが、今までもあったんですが、さら

に市民ファンド的な形でやっていきたいという積極的な戦略を打ち出

しています。伊勢らしい仕組みを、先行事例を見ながら作っていけば、

意識のある方々が活動しやすい形になろうかと思います。そのへんも

取り入れながら、市民を揺さぶるという形での協力は、とても重要な

部分かと思います。」 
 
坂内委員「今、家庭用の場合の余剰買取分だけなので、このまま家にいる人が

たくさんいますと、なかなか余剰分が出てこないんですね。それを例

えば、市で、先の 20 メガという大規模でなくて、例えば数百キロ程度
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のものの設置し全量買取に近づけられれば、事業採算性は、おそらく

一般の家庭用の余剰買取よりは良くなると思うんですよね。そういっ

たことは極端な例ではないので、先行したところを 2、3 ケース検討し

てみて、それで一般の支援とか債権、あるいはこういった形でみなさ

ん環境に優しいことをどう協力してくれますかと。10 年、15 年になり

ますけど、金利の負担がものすごく大きくなるということにはきっと

ないんですよね。投資した人がそれなりに配当を得られるくらいにな

っていくでしょうから、一つか二つそういった事例をやってみたらい

いのかなという気はしますけれどもね。」 
 
中村委員「以前、会議所で名古屋の環境フェアに行った時に、グリーン電力と

いう考え方について話を聞きました。大きな風力発電とか電力とかだ

と、どれだけ削減しているか数量がわかるから、グリーン電力証書が

売買されておるという話でした。例えば伊勢市民が太陽光発電をつけ

た時に、グリーン電力証書を付けて、それを売買するしくみを伊勢市

全体で出来ないのかなと思いました。それが出来たら、そこから浮い

てきたお金で伊勢市の環境部分の予算にまわせば意識も上がりますし、

伊勢独自のしくみとして PR できる。最近、損得よりも貢献欲のほうが

高いと思うので、そこをゆさぶる何かができないかと思いました。」 
 
朴会長「とてもいいアイディアですが、日本では電力の自由化が出来ていない

ので、非常に苦しいものはあります。ただ、いずれはなるでしょうと

いうことで、『私はこの自然エネルギーから起こされた電力を使う』と

いう選択肢を与えられたら、ちょっと高いけれども敢えてそれをやっ

ていく人はたくさんいると思います。伊勢市で実験的な形をやってみ

るとか、そういうのはある程度考えるという部分も含められると思い

ます。早かれ遅かれ、電力自由化を含めた部分、発電と送電が一緒に

なっている今の電力会社の仕組みなどが、抜本的に変わってくる可能

性が極めて高くなっております。 
事務局は、時間をかけないといけない部分とすぐ出来る部分のいろん

なものを整理して頂いて、伊勢市として『ファーストステージはこう

いうふうに』、『次のステージはこういうふうに』というような戦略的

な一つのロードマップを作っていく必要があるだろうと。今日のお話

はとても重要なお話がたくさん出ているので、それを一回並べ替えて

私たちにわかりやすい形でロードマップの中にいろんな仕組みなどを

盛り込んだものを、出して頂ければ非常にありがたいかなと思います。 
かなりアイディアいろんな提案が出ますが、もう少し時間を頂きたい

16/24 



んですが、よろしいでしょうか？」 
 
大西委員「前回、話題になりました生ゴミのメタンガス発酵の件ですけど、今

後伊勢市の下水道汚泥、下水道の約 40％ですね、これからますます下

水道終末汚泥が増えてくると思います。これも結構な金をかけて処理

をしておると思うんです。生ゴミだけではなく、ぜひとも下水道汚泥

も含めた形でまず FS 調査、経済産業省の導入可能性調査・FS 調査が

あると思いますので、これで具体的な詳細な検討をして頂いて、また、

最近この生ごみと下水道汚泥を入れた事例というのが、大阪以外にも

神戸・横浜・熊本といったところであるようですので、こういう情報

も収集して、FS 調査にぜひ手を挙げて頂いて、これを着実に前へ進め

ていくと。最終的には環境省の 1/2 の交付金事業がありますから、これ

に乗っかっていくような方向で検討されてはどうでしょうか。」 
 
天野委員「只今のバイオガスの関係の中で、前回にも下水道の話が出ていまし

たので、宮川浄化センターの状況を聞いてみました。現在、汚泥につ

きましては、セメント工場に送り、セメントを作る時の燃料と原料を

兼ねて、全量リサイクルされておるという状況でございます。」 
 
朴会長「ありがとうございます。ここで、私から、一つ緊急提案します。一ヶ

月に一回審議会はもちろん開催しますが、例えば若干時間を作ること

が出来る方々が、ボランティア的な部会あるいはワーキンググループ

として、例えば、週に一回あるいは２週間に 1 回程度、仕事が終わっ

た後の 7 時とか 6 時半などから集まり、皆さんが持っているアイディ

ア・情報を出しあって、そこである程度集約していくのはどうでしょ

う。市も庁内会議でいろんな動きがあるわけだから、そこでの話をう

まく取り入れた形でのいろんな案やアイディア集のようなものを作っ

て、月に一回の審議会に提案をして、それで次に進んでいくのもひと

つの手かなと感じました。一応、地産地消のところ、庁内では 8 月く

らいになったらある程度目途が立つとのロードマップもありましたの

で、無理がない範囲で運営してみてはどうかと。よろしいですか？あ

りがとうございます。それでは、ボランティアベースのワーキンググ

ループを作りましょう。そこの世話役は事務局になるんですが、商工

会議所の皆さんも中心となってぜひともやって頂きたい。そこで会長、

私、坂内さんなども積極的に参加できるように、時間を夕方ならなん

とか作ってやっていきたいなというふうに思いますので、どうかよろ

しくお願い致します。 
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その他に皆さんのほうから、何か私達に共有できることがありました

らお願いしたいんですが、いかがでしょうか？ 
なければ、冒頭に松月委員さんからでた質問について、事務局から説

明をお願いしたいと思います。」 
 
事務局「一回目の審議会以降今までの間に、役所として動いてきた内容につい

てご報告させて頂きます。まず、市民の方、事業者の方に、行政がこ

んなことをしますというのを見てもらうという視点が大事と考え、抜

本的なCO2の削減や地産地消の案というのはこの場を経てということ

になろうかと思いますが、まずすぐにでもやれる部分を先行してやっ

ていくという思いの中で、まずは所管施設にグリーンカーテンの設置

を進めました。報道の方へ報告した時点では、57 施設でしたが、現在

65 施設くらいになっています。それと、先にも述べました 6 月の補正

予算に向けましては、小中学校への電力の『見える化』の設置推進。

それから太陽光発電の一般家庭の普及についても、200 件分予算要求を

させて頂き、推進をしていきます。ほか、一部施設に遮光フィルムの

設置費とも予算計上をしているところでございます。また、市内の防

犯灯も LED 化についても、少しずつ計画的にというになろうかと思う

んですけど、まずはモデル的でも見てもらえるような格好にしていき

たい。 
また、庁内の節電対策については、庁内で案を募ったところ、すぐに

取り組めるものと、調整が必要な事項があり、整理をしたところです。

すぐ取り組めるものについては決裁後すぐ打ち出していきます。それ

から検討を要する部分についての案としては、サマータイム導入や昼

休みの工夫などがありましたので、実施できるか調整をお願いしてい

るところです。実施が決まりましたら、それを市民の方、事業者の方

へ発信させて頂き、特に事業所関係については同じような取り組みを

して頂きたいなと思っておるところです。 
あとは、CO2 削減をどう考えるのかというのが基本かと思っておりま

す。そのためにどうしても基準年を一つ押さえなければいけない。排

出量については、国のほうが示した案分データはありますが、それを

そのまま使うのか精査しなきゃいけない。伊勢市だけでは精査出来な

い部分も当然あるので、県の持っておられるデータ等も使わせていた

だくような形で、基本的なデータ取りをしているというのが現状でご

ざいます。あとは、県と連携をとりながら提案出来ればと思っている

ところでございます。 
具体的な案ということにつきましては、もう少しお時間頂きたいなと
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思いますが、今進めている状況というのはそういうところでございま

す。」 
 
朴会長「ありがとうございました。一つ教えて頂きたいんですが、この庁内、

市役所内、それから市の影響力が及ぼす公的な施設はお昼の 12 時から

1 時まで一斉消灯などの動きはありますか？」 
 
事務局「現実に役所を見たときに、お昼でもお客様が来られる部署はございま

すので、そういったところはもともと交替でお昼休みをとってます。

ですから、ほとんどお昼休みがそのまま一時間休める部署もあります

ので、その状態状態での対応は必要かと思いますが、基本的にとにか

く消灯であるとかパソコンの電源切りであるとか、エアコンは本館は

集中管理ですが、東庁舎はフロア別で管理していますので、効率良く

節電できるような取組案が打ち出せないかなと思い調整しています。」 
 
朴会長「まず要請です。すぐできます。まずエアコンは、人によって体の生理

的なところが違うので、熱中症等にならないような配慮は必要ですが、

一応設定温度を環境省などが 28℃としているので、ある程度はそうい

う設定温度にして頂きたい。 
また、県は、昔から、12 時になったら厳しく全部とりあえず消灯し 1
時になったら点灯します。困る部署によってはつけている可能性はあ

りますが、少なくとも私が知ってる限り、これでいいのかなと思うく

らい徹底化しています。必要であればまたつけることはあっても、一

旦消してから考えるという形です。これはもう考える余地はありませ

ん。明日からでもやっていきたいと思うんですよ。ただ、部署によっ

て本当にいろんな工夫があろうと思いますので、一斉に明日から出来

ないかもしれないけど、少なくとも環境に関わるところでは、私はま

ず率先をして消すべきだと思っています。」 
 
事務局「その部分は、温度設定はすでにやっております。12 時に消灯もやって

おります。やっておるんですけれども、さらにもっと細かい部分も含

めて徹底をしたいと。」 
 
朴会長「細かい部分とは？」 
 
事務局「消灯はお客様の来ないところはやってます。」 
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朴会長「お客様の来ないところって意味がわからないんですが。」 
 
事務局「お昼休みにお客様がほとんど来ないところは、消しておくんです。お

客様が見えたらつけます。ただ、戸籍などお客様が絶えず来られる部

署は消せないんですけれども。」 
 
朴先生「お客様が来たらつけるというのは、どういう意味ですか？暗くて見え

ないんですか？今日くらいの明るさなら、電気をつけなくても支障は

ないと思いますが、このくらいの明るさではダメなんですか？」 
 
事務局「そう言われると、個人的には大丈夫かなと正直思いますが。」 
 
朴会長「『市をあげて地産地消をやってるので、全面的に協力してください。困

る場合は申し出てください』という形で充分対応はできるはずだと思

います。ただ、窓が全くない倉庫みたいなところならつける必要はあ

るかもしれません。説明責任を果たせるよう、会議内ではやるべきだ

と思っていますので、まず小さいことだけれども、そこから市の姿勢

を見せることが必要なんじゃないかと思います。そこを環境の皆さん

から、今日から呼びかけをして頂きたいんです。まず意識です。そう

いう部分を、環境に関わる部署の皆さんが率先してやっていただきた

いなと思います。 
坂内さんの試算では、一時間消灯するとだいたい 1％から 1.5％削減だ

と。場所によって言えないかもしれないですが。」 
 
坂内委員「大学の場合は、いろんな生物資源とか研究してる電気設備があるん

ですが、その母体が大きいです。業務系のこういったビルの場合には、

基本的には夜はほとんど電気使用がなくなりますので、率で言ったら

すごく大きくなります。一時間分の削減効果がベースの負荷がありま

せんので、三重大と比べると大きいと思います。3 倍くらいじゃないで

すかね。」 
 
朴会長「ぜひともうまく呼びかけをしてほしいです。中部電力が三重大学に来

て節電・省エネを呼びかけた時の資料によると、特に月曜日から水曜

日、時間的には午後 1 時から 4 時が電力使用のピークとのことです。

ただ、朝 9 時以降 10 時近くになったらほとんどピークに近いような形

で、4 時超えて 5 時ごろから下がりはじめる。例えば、12 時から 1 時

はピークにギリギリのところで、10 時頃からピークに向かっていく中
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では、その効果は非常に大きいものがあるとみておりますので、そう

いうところをぜひともお願いしたいと思います。」 
 
中川委員「電気の使われ方のピークについては、事務局へ去年の実績をお示し

させて頂いてますので、よくご存知だと思います。」 
 
天野委員「先ほども県の庁舎の話が出ましたけど、仕事をしておろうが、全部

12 時に一旦消されます。ただ、役所というのは広いワンフロアのとこ

ろで、入り口に近いところに応接セットがあって、職員はだいたい反

対側で窓辺に座っているので、お客様の席が窓から遠いのが一つつら

いところです。県では昔みたいに照明灯に一つずつ紐をまたつけて、

雨天などで暗いときは、一つずつつけたり消したりしています。そう

いうやり方もありますので、ご参考にして頂いてはと思います。あと、

まだ決定ではありませんが、県庁では 5 時 15 分になったら、一旦全部

消して、残業の申告をした部署だけまたつけるようにとの形を検討し

ています。ただ、それも実施の際には、一つ一つを消したりつけたり

やりにくいのかなということで、全部署でするのかはわからないです

が、そういう話は聞いております。」 
 
朴会長「かなり徹底化してるんですね。参考にお願い致します。」 
 
坂内委員「話が飛んでよろしいですかね？検討してみたいなと思うのは、パー

ク＆ライドと言いまして、神宮から少し離れた所に大きな駐車場を設

けていて、皆さん車はそこで全員降り、そこからは電気バスで循環さ

せるというのはどうでしょうか。そうしますと伊勢市としては、神宮

も含めて非常に環境に配慮した環境都市ですよと言えるので、何年か

かかると思いますけれども、検討されることは可能性として考えられ

ますか。」 
 
金田委員「パーク＆バスライドは正月の何日かはやっております。」 
 
坂内委員「それを電気バスにしてしまって。バスは電気にしますので、ガソリ

ンが排出されるよりも、おそらく渋滞条件によっては 1/10 以下になる

わけですね。今は電気バスの導入に関して、いろんな補助、支援を国

がしてくれると思います。この審議会の中でやるのか、あるいは別の

ところでやるのかは別にしまして、そういう案を作って、国と折衝し

てみたいなと。ただし、伊勢神宮さんと伊勢市さんの考え方が基本に
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は当然ありますけれども、そんなことをやってみたらいかがでしょう

か？」 
 
朴会長「温暖化対策には運輸部門がものすごく大きいので、そういう形でパー

ク＆ライドだけでも、一応とりあえず車が市内を回るのはどこかで止

めて、ひとつの車に一緒に乗っていく、あるいは、歩きか自転車で移

動してもらうというのは、今、伊勢神宮の規模、距離を考えてみると

どうでしょう？」 
 
金田委員「今、電気バスではなくマイクロバスで正月の間はやってます。渋滞

対策協議会に、神宮司庁もメンバーに入っています。ほか観光協会と

か市も入っておりますが、そこでどういう渋滞対策をしていくかとい

うことは、毎年検討してございますので、その中で検討されていくと

思います。神宮司庁だけで出来る話ではないので。」 
 
坂内委員「かなり大きな話ですけど、全部電気バスということではなくて、今、

バスの中の 3 年ごとに 1 台ずつ電気にしてきましょうかということで

いいと思うんです。」 
 
朴会長「あらゆる可能性は探っていくというのは、大変重要なことです。今す

ぐなんでもかんでもということではないけど、いくつか考えられるテ

ーマを出していただくのはありがたいことです。感謝いたします。 
今日、皆さんが、エネルギーの地産地消や、伊勢市の温暖化対策に対

してどういうことに期待していて、どういうところに悩んでいるのか

ということが、ある程度見えたのではないかと思います。そこを事務

局が上手に論点整理をして頂いて、それからワーキンググループなど

で 8 月頃を目途に話をしていく間に、事務局は県と連携して、温暖化

に対する基準年度や、各世帯ごとのがんばりによってどのくらい削減

できるのかという、ある程度の案を用意して頂くと。 
それと共に、大きい小さいを問わず、やれるところはとりあえず実践

し、実績を積んでいく。そんな形で、伊勢市全体が大きな社会実験を

やっているというムーブメントができるように動きたい。そんなよう

なことなどについて、多岐にわたった話が出来たのではないかと思っ

ております。 
今日時間も迫ってきておりますが、事項書に書かれている部分は全部

終わりました。あとは、事務局のほうにアナウンスなどがありました

ら、お願いして終わらせて頂きたいと思います。」 
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大西委員「今日配布されました新エネビジョン、これの 45 ページの『廃棄物の

エネルギーの評価』っていう欄がありますね。ここで市内のごみ焼却

施設の建設後約 30 年を経て老朽化してると、こういう記述があります

けれども、設置は平成 8 年ではないですか？」 
 
事務局「おそらく、最初の施設は昭和 50 年に稼動してます。平成 8 年に、その

中の設備だけやり変えたんです。建物全体で見てくるとこういう経過

してる部分もあるものですから、この時そういう整理をしたのかなと

思います。」 
 
大西委員「なぜこういうことを申し上げるかと言いますと、今ここは発電やっ

てませんね？（事務局：はい。）今、高効率のごみ処理発電がだいたい

どこでもやってます。これを取り入れるとなると、更新時でないと無

理だと思っています。ですので、今熱効率は 20 から 25％というふう

に非常に良くなっておりますので、今の焼却能力からいきますとね、

5000ｋｗくらいの最大出力が出ると思うんですよ。ですけど、それは

やはりこれの更新時と絡んでやっぱり考えることだと思いますね。」 
 
事務局「その平成 8 年の時にも、実は熱利用を当然検討したんですけど、やっ

ぱりその当時、市の財政が他の事業と合わせまして非常に苦しい時期

でございました。焼却施設を安く作れないかという中で、建物とか設

備の基礎とか最大限使うという前提でやりましたので、熱の利用施設

が入れられなかったんです。ただ、それをやろうと思いますと、抜本

的に更新する時期じゃないと難しいかと考えております。」 
 
 
そのほか、事務局から配布資料について下記４点の訂正をお願いした。 

 

・ “太陽光発電支援法事例”1 ページ目の『国、三重県、三重県下 29 市町の補助金概要』

内《事業者用》表内『市町の補助金』欄について、 

誤）亀山市 ⇒ 正）亀山市、四日市市 

・“太陽光発電支援法事例”2 ページ目《住宅用》表内、『市町の補助金』欄内 

誤）11/29 ⇒ 正）13/29 

・“太陽光発電支援法事例”2 ページ目【市町の補助金制度】内“県内の動向”2 段落目につ

いて、 

誤）7 市 4 町 ⇒ 正）7 市 6 町 

23/24 
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誤）教育学部

・ “環境審議会委員名簿”内の皇學館大学深草先生の役職について 

教授 ⇒ 正）教育学部長 

 
 
朴会長「ありがとうございました。これをもって平成 23 年度第 2 回伊勢市環境

審議会を終わらせて頂きます。ご協力ありがとうございました。」 
 

 

- - - 以上 - - - 


